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紙製電動式乾湿計の製作と校内の気温分布の観測＊

理科教材化への試み

榊原保志＊＊

D

　要　旨

　理科教育では生徒自らある程度完結した間題体験が必要であるといわれているにもかかわらず，気象領域

では気象観測に基づく教材システムがない，その原因として，1つに授業の中で設定し易い接地境界層は難

しく，その実態さえ十分把握されていないこと，さらに教材としての適当な測器がないことなどが考えられ

る．そこで，アスマン通風乾湿計に近い精度を持ち，安く自作できる紙製電動式乾湿計を開発した．これは

従来学校現場で用いられていたうちわ式温度計の通風のむらの生じやすさをモーターとファンを用いること

により解決している．このことにより観測に慣れていない生徒でも容易に気温や湿度を測れるようになっ一

た．さらに，これを用いて学校内の気温分布を調べた．その結果，窓を閉めた授業中の校舎では上の階の方

が暖かくなっていること，地面がぬかってない校庭において日射を受けている建物の前に高温域が生じるこ

となどが明らかになった．

　1．はじめに

　自然現象に直接触れる学習や自然と人間との関係を重

視するということが学習指導要領改訂の中で強調されて

いるにもかかわらず，依然として，気象領域では観測に

基づく教材システムが見あたらない．日本気象学会第11

回夏季大学（1977）のパネルディスカッションで，学校

における気象教育のプログラムが持たれた．その中で野

外観察，観測のまったくない気象学習という批判が既に

出されている（伊藤，1979）．気象領域が中学校では第

2分野，高等学校では地学に属していること「を考える

と・応用物理的アプローチ中心の現行の教科書に疑問を

感じざるを得ない．小中高等学校の教科書の中で取り上

げられている気象領域の基本操作・測定・実習・実験を
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　rene　and　the　observatons　of　temperature　dis－
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　material　in　science

＊＊Yasushi　Sakakibara，東京都目黒区立第二中学校

　　　　　　　　　　一1987年6月22日受領一
　　　　　　　　　　一1987年10月26日受理一

1988年2月

第1表にまとめた．気象学における主な観測項目はすべ

て含んでいて，だいたいが小中学校で基本操作は取り上

げられている．

　測定方法を学び，それを利用して，観察・実験をし，

それをまとめ，考察をするというのが一般的な科学の学

習方法である．例えば，磁界と電流の単元では，方位磁

針の向きが磁界の向きであることを学び，磁石の回りの

磁界の向きを調ぺ，棒磁石やU字形磁石の磁力線の特性

を知る．つぎに，電池とコードと方位磁針を使い，導線

の回りの磁界を調べる．そして，いろいろなケースをま

とめ，右ネジの法則を導くのである．ところが，気象領

域ではどうだろうか．たくさんの基本操作を学んでもど

れ一つとして実験に生かされていない．つまり，雲を観

察したり，風や気温を観測し，そのデータを用いて，あ

る程度完結した間題を体験させる教材システムがない．

たとえば，フラスコで雲をつくる実験はされても，それ

は気象現象を理解するための一助としてより，凝結の物

理実験にとどまっているという批判もある．気象現象を

とらえる場合，物理的手法を使わざるを得ない場合が多

く・個々の実験はそれなりに意義はある．しかし，学習

指導要領の理科の目標で“自然現象に直接触れる学習”
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第1表　小中高等学校の教科書の中で取り上げられている気象領域の基本操作・測定，実習，実験

基
本

操
作
●

測
定

実

習

実

験

太陽高度の求め方（小）

気温の測り方（小）

地温の測り方（小）

湿度の測り方（中）

雨量の測り方（中）

風向・風速（中）

雲の分類（中）

気圧の測り方（中）

日射量の測り方（高）

●

天気図を使って，天気の変化の規則性を調べる．（中）

各地の気圧をトレーシングペーパーに写し，等圧線を引く．（中）

気圧の断面図の作成（風の分布と等圧線）（中）

大気の大循環（高）

転向力の向きと大きさ（高）

空缶に小量水を入れて熱して，沸騰させ，空気を追い出し，缶に栓をする．

ピストンによる大気圧（中）

吸盤フックを使った気圧（中）

金属性コップによる露点（中）

フラスコによる雲の発生（中）

実験室で霧を作る（ピーカー，フラスコ，氷，アルミ箔）（中）

冷気と暖気との境界面の観察（ドライァイス）（中）

電球のまわりの空気を調べる（中）

コップの中に水を入れ，気圧の働き’を調べる．（中）

物質の拡散（高）

転向力と緯度変化を調べる（高）

中緯度の大気の循環を調べる（・スビー波）（高）

そして，缶を大気圧でつぶす．（中） 1

とうたっている以上，モデル実験だけでなく，基本操作

から大気現象の理解に結び付く，教材設定がなされるべ

きである．

　そこで，本研究では気象観測実習を実施するにあたっ

ての問題を探り，身近な大気現象を調べる教材を開発し

たので，ここに報告する．

　2．教材化の課題

　教材化ができなかった理由の一つは学校の中に教材に

適当な気象現象が見つかっていないことである．どんな

現象を捉えるために観測が行われているのかがハッキリ

しないと授業の中に設定することは難しい．多少気象に

自信のある先生でも観測を授業に取り入れることをしり

ごみする一番の原因がこれである．接地気層は上層の気

象現象のように単純ではなく，乱れが大きく，複雑であ

26

る．そのため，微気象や局地気象は不明な部分が多く，

文字どおり局地的であるために，『特殊現象と考えられが

ちである．しかし，条件が似ていれば学校というスケー

ルであっても，一般的法則があるはずである」つまり実

地観測に基礎をおく教材システムを開発するための1番

目の課題は学校という限られているが似たような環境の

中に共通する現象を見つけることである．

　次に何を測るのかを考える．教材化するという観点か

らすれば，気圧の分布はメソスケールならともかく局地

的なスケールではその違いを議論することは難しい．つ

まり，学校という空間スケールでは気圧の分布を調べる

実習は設定に無理があるといえる．気圧と天気との関係

も授業という時間的スケールでは解析できない．1時間

そこら観測してもその差は低気圧の接近時以外では気圧

計の誤差範囲内である．日変化なら非常に小さい規則性

、天気”35．2．
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第1図　本体の展開図（単位mm，実線は切取り，点線は折る）

D
はあるが授業の中で設定するには無理がある．風向風速

は局地性が強く，分布を観測させてもそれをまとめるこ

とは難しい．本研究では川西（1981）の提案に基づき気

温を対象にする．しかし，気温の測定は温度計を用意し

ただけでは水温を測るときのようにはうまく行かない．

実験を重視するある中学校のベテランの先生は次のよう

に話している．『とにかくものに触れさせることが大事

です．気象の単元では全員に温度計を持たせ，温度を読

ませます』．これは温度計の説明としてはなら良いが，

気温の測定としては不十分である．気象の単元における

難しさはここにある．つまり精度や測定への注意が他の

単元より要求されるのである．一般に，気温や湿度の測

定にはアスマン通風乾湿計が用いられている．これは精

度が高く，そして測定が易しい器具である．しかし，他

の気象要素でもいえることであるが，観測測雛の価格が

高く，何台も学校で用意するわけには行かない．1台だ

けだと百葉箱のような展示的な意味しか持たなくなるお

それがある．したがって，実地観測に基礎をおく教材化

の第2の課題は安価でしかも精度の良い，そして測定が

容易な測器の開発である．本稿ではここにあげた2つの

課題についてまず測器の製作について述べ，次いでそれ

を用いた観測例について述べる．

　3．紙製電動式乾湿計の製作

　自作の乾湿計は榊原（1981）や伊藤（1985）により提

案されている．しかし，通風をうちわで行っているため

風速が安定せず，乾球や湿球の示度が正しい値を示すよ

うになるためにはある程度の練習が必要となる．後者は

1988年2月

電動式乾湿計の提示もしているが，それは実用化にはな

っていない．そこで電動式乾湿計の安価な簡易実用モデ

ルを開発したので紹介する．

　3．1．製作方法

　（1）　材料及び器具

　画用紙（395mm×273mm），発泡スチロール（28mm

×89mmx347mm・28mm×89mm×89mm），乾電池
（単三2本），スィッチ付き電池ボックス，モーター（マ

ブチFA－130），小型の扇風機のプロペラ（直径80mm），

水銀温度計（最小目盛り012。C，2本），はんだごて，

パテ，つまようじ（2本），電気コード（200mm，2本），

バンドエイド，カッターナイフ，はさみ，木工用ボンド，

さし金

　（2）　組み立てと使用方法

　本体は第1図を参考にして画用紙を切抜き，組み立て

て木工用ボンドで接着する．発泡スチロールは第2図の

ようにタイプAとタイプBの2種類のものを加工する．

なお温度計を差し込む溝ははんだごての熱を利用して，

さし金を当てて，発泡スチロールを溶かすようにして動

かすと簡単につくることができる．また，タイプAとタ

イプBのそれぞれには電気コードが通る部分，空気が流

れる穴などを作っておく．

　湿球はガーゼを温度計の感温部に当て糸で縛って作っ

てもよいが，使用するうちにガーゼは落ちてなくなって

しまう．市販のアスマン通風乾湿計では湿球の感温部の

すこし上に窪みが作られており，それが糸で止めたとき

ストツパーの役目をしている．そこで・普通の温度計を

使用するときにはバンドニイドを利用する．ガーゼの外

27
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第2図　発泡スチ・一ルの加工

側を覆っているテープをとり，ガー・ゼをひろげて温度計

の感温部を包むようにして巻き，テープでガーゼの上部

を止める．切り取ったテープを4mm×10mmの大き

さに切り，ガーゼを巻いた横の部分を止める（第3図）．

　モーター台の足は両方を本体の底に固定するより，片

方を本体の側壁につけた方がモーター台はぐらつかな

い．モーターの電気コードは短かいので，延長コードを

つけておく．モーター台がしっかり固定できたら，モー

ター台にモーターの軸が本体の断面の中央部になるとこ

ろでモーターを接着する．次に発泡スチ・一ルAを本体

に挿入する．このとぎ本体と接する部分には木工用ボン

ドを塗っておく．また，モーターの電気コードは本体の底

の両側の隅に寄せておく．挿入したら発泡スチ・一一ルB

がはいる本体の壁面の部分と発泡スチロールAのBと接

触する部分には木工用ボンドを塗っておく．この場合も

電気コードを底の両側の隅に寄せておく．発泡スチ・一

ルを本体に取り付けた後，これらの間に隙間があるのな

ら，パテをその部分に押し込み，空気が通らないように

28 、天気”35．2．
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5

する．つぎに，扇風機のファンをモーターの軸に木工用

ボンドでつける．そして，スイッチ付き電池ボックスに

電気コードを接続し，本体の入口付近に接着する．温度

計は本体の底の穴から挿入し，第2図の空気が通るトン

ネル付近に感温部がくるようにする．また，発泡スチロ

ールの摩擦だけでは観測中に温度計がずり落ちてしまう

危険性もあるので，つまようじを温度計の上部にある穴

に通して発泡スチ・一ルAに突き刺しておく（第4図）．

　なお，乾電池の土の向きはモーターの発熱を避けるた

め温度計からモーターの方に通風が生じるようにセット

する．使い方はアスマン通風乾湿計と同じで，湿球にス』

ポィトで水をつけ，2，3分通風を行ったのち示度を読

み取る．

　3．2．測定精度

　このモデル（以下紙アスマンと呼ぶことにする）がど

の程度信頼しうるものかを調べるため気象庁検定付きア

スマン通風乾湿計と比較検定を行った．さらに，従来提

案されていたうちわであおぐタイプの通風温度計（以下

うちわ温度計と呼ぶことにする）も同時に比較した．測

定は室内で行い，時刻をずらした25組のデータを得た．

1988年2月

97

観測者は中学校1年の生徒である．うちわ温度計におい

ては温度差は＋0．08。Cで標準偏差は0・29，紙アスマン

の乾球では温度差は＋0．01。Cで標準偏差は0．08，紙ア

スマンの湿球では温度差は＋0．03。Cで標準偏差が0．09

となった．

　4．学校内の気温分布の観測

　4・1．学校の一般的環境と観測方法

　学校の環境は主に校舎と校庭からなる．校舎はほとん

どの学校でも鉄筋コンクリート4階建てであり，エレベ

ータがないのが普通である．上下方向の移動は階段で行

い，屋上へ出るための小さな屋上部屋が付いている．窓

は広く，壁に断熱材が入っている場合は少ない．これは

校舎の設計が住居用としてではなく，事務所用とされて

いるからである．また，校舎はたいてい校庭の北側に位

置していて，そのため校庭は十分に日射が当たるように

設計されている．都心の一部の学校では校庭がアンツー

カーやアスファルトから出来ているところもあるが，大

部分の学校では土である．以上が一般的な学校の景観で

ある．このような似た環境の中から局地現象を見つけ出

し，程度の差はあっても，どこでも，いつでも生じる類

似現象を明らかにするのがこの章の目的である．

　そこで上記の問題設定に対し，学校内の気温分布につ

いて異なる気象条件下の事例を，そして異なる学校での

事例を多く得ることが・一般性を見いだすことにつながる

と考えて観測計画を立てた．

　測器は以下のすべての観測にアスマン通風乾湿計と紙

アスマンを使用し，感温部が1．1mの高さを保つよう

に支え，移動観測を行った．

　観測の対象にした学校は東京の北東部に位置する足立

区立第七中学校（以下足立七中と呼ぶ）と都心に近い目

黒区立第二中学校（以下目黒二中と呼ぶ）である（第5

図），どちらの校舎もL字型で，足立七中では校庭の北

側と西側，目黒二中では北側と東側に位置している．

　4・2．観測結果

　気温分布の調査の対象としたフィールドは教室，階

段，校舎，校庭及び学校周辺を選んだ．その中で教材化

が可能と思われる階段，校舎，校庭のケースを紹介す

る．

　（1）階　段

　研究の始めとしてできるだけ現象が複雑でない場合を

選ぶという観点から，各階段の前のホー・ルの中央部で，

窓が締めてあるとぎに5回観測を行った、1981年8月10

29
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階段前ホールの室温変化1（1981年8月10日
天気；晴れ一時曇り，場所；足立七中）

第5図　目黒区立第二中学校校舎の概念図
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日に11時から16時にかけて足立七中で観測した．この日

の東京地方の天気は晴れ一一時曇りであった．以下気温以

外のデータは東京管区気象台の観測値である．その結果

を第6図に示す．2階も4階も観測したが，以下に述べ

る内容と同じ傾向なので，省略した．ホールでの室温

（ここでは外の気温と区別するという意味で室温と呼ぶ）

は気温が最高になる14時から15時を過ぎても上昇をして

いる．また，上の階の方が下の階より高くなっている．

上の階ほど高温であることが一日中いえるかどうか調べ

るため1982年3月31日の9時から4月1日の6時まで前

回と同じ場所で観測を実施した（第7図）．この日は東

京地方曇り後雨で9時から14時まで雨が降っていた．そ

の後天気は回復に向かい21時には晴れてきている．室温

は16時に最高値を示し，その後徐々に下がっている．雨

が降っている期間のホールの室温は上の階のほうが下の

　　20
　　19
　　18
　　よマ

審　16
皿　　15

C　　14
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第7図　階段前ホールの室温変化2（1982年3月31

　　　　日～4月1日天気；曇り後雨，場所；足立
　　　　七中）
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階より高いとはいえない．その後は1階と3階の関係に

おいてはそうではないところも少しあるが，夜間を通し

て屋上部屋における室温は一番高くなっていた．つぎに

1986年8月11日に12時から16時45分にかけて目黒二中で

観測をした．この日の東京地方の天気は晴であった．こ

の場合も上の階の方が暖かいということが成り立ってい

た．

　これらは生徒が学校にいない時の観測例だが，次に実

際の授業として行う場合のような生徒がいるときの例を

示す．まず，1986年2月25日8時から16時まで目黒二中

で休み時間に観測を実施した（第8図）．4階は一番高

温ということは言えそうだが，その他は不明確である．

生徒がいる場合，上の階のホールの室温のほうが下の階

より高いという仮説が当てはまるかどうかを調べるた

め，1986年3月4日の授業中に，同様な：観測を実施した

（第9図）．結果は上の階が下の階より暖かいということ

を示している．つまり，授業中で窓が閉められていると

きは生徒がいても，上の階の方が高温になるようだ．そ

こで，授業中と休み時間の違いを見るため3階ホールに

自記記録温度計を置ぎ，1987年1月29日から2月1日に

かけて観測した（第10図）．日中の天気はそれぞれ快晴，

快晴，曇り後晴れ，晴れとなっている．第10図の横軸は

5分毎の目盛りになっていて，数字は時刻（時）を示し

ている．Rは休み時間，Lは昼食時間を示している．こ

の図から休み時間になると室温がジャンプしているのが

分かる．しかし，土曜日の午後や日曜日にはジャンプが

起こっていない．したがって，生徒が休み時間になって

審
瓜

C
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5
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　　　！恥＝・・鹿ン！　　　　・　　　　　　’●1階
　．　●
●●

1988年2月

8

第8図
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　　時刻（h）

階段前ホールの室温変化3（1986年2月25日天気；晴れ，場所；
目黒二中）
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廊下にでることにより廊下の室温を一時的に変えるとい

うことが分かる．この原因をさらに解明することは今後

の課題にするとして，少なくとも授業中になると平衡温

度に達するようだ．以上から，休み時間における各階ホ

ールで，上の階が下の階よりも暖かいという仮説が成り

立たなかった理由は，休み時間の室温ジャンプが原因だ

と思われる．

審
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c

5

　　　　　　　　　，＿O一一一一つ4階

α＿oノ　　 。一・3階
、房7二二雌
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　　　8　　　　　9　　　　　10　　　　11　　　　12

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時刻（h）

第9図　授業中における階段前ホールの室温変化
　　　　（1986年3月4日天気；晴れとき・どき曇り，

　　　　場所；目黒二中）

　（2）校舎

　上記の階段での例は1次元的な鉛直方向の例であっ

た．つぎに，平面的に校舎の廊下を使って，室温分布を

延べ9回調べた．観測場所は各廊下の中央部である．そ

のうちの一例を第11図に示す．この日の東京地方の天気

は晴れ一時曇りであった．結果はいままで述べてきてい

る上の階の方が暖かいと言うことを支持する．ただし，

これは生徒がいないときで窓が締めてあるケースであ

る．次に，窓か開いていたケースを示す（第12図）．東

京地方は曇り一時晴れの天気であった．この日はまだ夏

休み明けということもあってまだ暑い日が続いており，

ほとんどの教室の窓は開けて授業をしていた．結果は2

階の中央部に高温域があり，上の階が暖かいという仮説

は当てはまらない．

　次に，建物自体の温度では室内はどうなっているのか

を調べるためパーンズの赤外線放射温度計を用いて校舎

の廊下における床と天井の表面温度を測定した．なおこ

の日の窓はすべて閉まっていた．その分布を第13図に示

すと，上の階になるにつれて暖かくなるということがわ

かる．

　以上は廊下で観測した例であるが，つぎに各教室で室

温を観測した分布図を示す．ただし残念ながら午前と午

後の観測日は同一日ではない．天気は両日とも東京地方

晴れであった．7月31日の午後り観測時には一部窓が開
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第10図　3階ホールにおける室温の変化（場所；目黒二中）
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窓が閉じている校舎の廊下における室温分

布（1986年7月31日9：00～9：48天気；晴
れ，場所；目黒二中）
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第14図 校舎の教淵における室温分布1～午前の場
合（1986年8月11日8：50～天気；晴れ，
場所；目黒二中）
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窓が開いている校舎の廊下における室温分

布（1986年9月19日15：08～天気；曇り一
時晴れ，場所；目黒二中）
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第13図 校舎の廊下における天井・床の表面温度分

布（1986年3月1日12：50～13：10天気；
晴れ後曇り，場所；目黒二中）

いている教室があったが，廊下の観測例より北校舎と東

校舎の違いが明白になっている．午前中は東校舎は北校

舎より冷えているが（第14図），午後は逆に暖かくなっ

ている（第15図）．このことは東校舎の東側は窓が小さ

く壁の部分が大きいためと考えられる．なぜなら，足立

七中における観測によると西校舎は東側に大きな窓の部

分を持っていて，午前の観測では北校舎より暖かくなっ

ていたからである（第16図）．つまり，校舎の水平方向

の室温分布を議論するときにはおのおのの校舎の構造を

よく調べる必要がある．しかし，この場合も少なくとも

上の階の方が暖かいと言うことは成り立っている．すな

1988年2月

第15図
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校舎の教室における室温分布2～午後の場
合（1986年7月31日14：30～15：22天気；
晴れ，場所；目黒二中）
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31

校舎の教室における室温分布3～午前の場
合（1981年8月27日9：27～10：20天気；
雨一時曇り，場所；足立七中）

わち，校舎の窓を閉めた条件で授業中を選んで校舎の室

温を測定すれば，上の階の方が暖かいことが明らかにな

った．

　（3）校庭

　ここでは屋外の観測フィールドとして校庭のケースを

示す．足立七中で観測した例は2件ある．一つは東京地

方曇りときどき晴れの天気で，観測時刻には南の風4m／

sが吹いていた．観測結果は校庭の東側に高温域が生じ

ていることを示している（第17図）．観測時刻が15時と

いうことで西日が体育館の西側に当たり，その照り返し

でその前の空気が暖まっていると考えられる．もう一つ

の例を第18図に示す．この日の東京地方の天気は雨のち

曇りで，2時から9時まで14mmの雨が降った．幸い

にも観測時刻には雨は止み南南東の風2m／s，日照率は

33
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校庭の気温分布1（1982年6月11日15：30
～天気；曇り時々晴れ南の風4m／s，場所；

足立七中，ただしGは体育館，Nは北校
舎，Wは西校舎とする）
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～天気：雨後曇り南南東の風2m／s，場所；

足立七中，ただしGは体育館，Nは北校
舎，Wは西校舎とする）

第19図

第18図

0．6となっていた．しかしこの日は特徴ある分布は得ら

れなかった．その理由として，まだ校庭が湿っていたこ

とが考えられる．

　目黒二中では16向観測した．そのうち曇りの日が10回

あり，観測時刻は9時から15時とまちまちであるが，1

回を除いて余り温度差がみられなかった．残りの6回は

快晴または晴れの日でどの場合も特徴ある分布が得られ

た．目黒二中の校庭の西側には，図には示してはいない

が4階建てのマンションがある．南側は道路になってい

る．まず，1987年1月11日の観測例を第19図に示す．こ

の日は東京地方の天気は晴れであった．・観測時刻には北

34

校庭の気温分布3（1987年1月11日9：00
～9：20天気；晴れ北北西の風7m／s，場

所；目黒二中，ただしGは体育館，Nは北
校舎，Eは東校舎とする）
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目黒二中，ただしGは体育館，Nは北校
舎，Eは東校舎とする）
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　　　　Eは東校舎とする）
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校庭の気温分布6（1986年11月7日15：00

～天気；晴れ後曇り北北東の風2m／s，場
所；目黒二中，ただしGは体育館，Nは北
校舎，Eは東校舎とする）

北西の風7m／sと強い風が吹いていた．観測時刻は9

時から9時20分までであった．これによると校庭の北東

部に低温域が生じ，校庭の西部と東校舎の東側に高温域

がある．校庭の西部の高温域は西側にあるマンション

の・また東側の高温域は東校舎の東側にそれぞれ朝の日

射があたり，その部分が暖まり，その前に高温域が生じ

たと考えられる．校庭の北東部の低温域は日の出以後こ

この部分が日陰であったためと考えられる．ここで，校

庭の高温域は太陽の位置で決められ，日射を受ける建物

の前方で生じるという仮設を立て，観測結果を検討す

る．1986年12月24日の観測結果を見ると（第20図），高温

域が北校舎の壁面のすぐ前ではないが，前方に生じてい

る．これは太陽が真南にあり，北校舎に強い日が当たっ

て・その照り返しが強くなった結果と考えられる．次に

1986年9月26日の観測結果を示す（第21図）．これに

よると高温域が東校舎の前に生じていて，東校舎の西壁

に日がよく当たり始めたからだと考えられる．さらに，

1986年11月7日の結果を見ても，観測時刻が15時だとい

うことから考えて，高温域が東校舎の前に生じているこ

1988年2月

ともうなずける（第22図）．また，1983年の11月11日と11

月18日にも15時に観測を行ったが，気温分布は第22図と

同様な結果になっていた．このことから校庭の高温域は

太陽の位置から判断でぎそうである．

　5．まとめ

　気温分布を調べるためには測器を多く必要とするが，

学校では価格の問題からアスマン通風乾湿計を何台も取

り揃えられない．そこで，現在学校ではうちわ温度計が

使われているが，うちわ温度計には，通風のむらが生じ

やすいので，精度を維持するために十分な練習が必要と

なるなど間題点が多い．そこで，うちわの代わりにモー

ターとファンを利用して通風のむらをなくした．また，

アスマン通風乾湿計の重量は1．1kgであるが，今回開

発した紙アスマンは2209と軽く，目盛りが安定するま

で，体から離して測器を支えることも容易となった．つ

まり，紙アスマンはうちわ温度計が持つ安価さと軽さの

利点とアスマン通風乾湿計の持つ高い精度と測定の容易

さという利点の両方を兼ね備えているといえる．つぎに

学校内の気温分布について，窓を閉めた条件下では授業
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中に校舎の室温を測定すると上の階の方が暖かくなっ

ていること，校庭においてはグランドが乾いた晴れの日

には日射を受けている建物の前に高温域が生じることが

明らかになった．

　しかし今回の観測結果では，高温域あるいは低温域と

一般風との関係は見いだせなかった．今後は，地上付近

の風は局地性が強く，建物が立ち並ぶところでは非常に

複雑であるので（榊原，1982），気象台及びそれに準じ

るところの風のデータをその地区の一般風として，それ

と校庭における実測風の関係を調べる必要がある．ま

た，室内の場合には上の階の高温化のメカニズム及び休

み時間の室温ジャンプの原因など解決すべき課題があ

る．さらに，今回は校内の気温分布を調べたが，測器の

性能から考えて湿度を調べることも可能であり，校内の

湿度分布における共通法則も見いだしたい．

　本研究を進めるにあたり，貴重なコメントをいただい

た目黒区立第八中学校長伊藤久雄先生に感謝の意を表し

ます．なお，本稿は日本気象学会1987年春季大会におい

て討議されたものに加筆・修正したものである．
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